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 いつもお世話になっております。ご報告申し上げます。 

 

①2022年オランダ産について 

3月中旬から気温がやや暖かくなり、鉄砲や LAの植付が順調に始まっています。 

1-2月までと現在の世界情勢が一変したため、需給バランスや適正価格を検討する

のは難しいものがあります。先に提示されていた品種の価格は、これまでのムード

で高騰していたようですが、オランダの本格的な球根取引は、状況が落ち着くまで

停滞する可能性があり、定植前の品種ごとの生産情報は不確かな印象です。 

 

2021年オランダ産は、前年産の不足に加えて、稀に見る不作で多くの品種（大球）

がショートとなりましたが、元々作付け面積が対前年、ＬＡで約 25％、ОＴで約

8％増えており（詳しくは“情勢報告”2021年 8月 10日付をご参照下さい）、輸出

会社の取扱いケース数は減っておらず、肥大の悪さから小球比率が増えたため、取

扱い球数は増えているだろうとの結果でした。仮に肥大が通常の年だったらどう

だっただろう？については、各社意見が分かれるところです。 

 

下表は、昨年の面積統計から、リン片面積を抜粋したものですが、2021 年産は前

年比、オリエンタルが 146.83％、OTが 226.73％となっています。 

リン片面積比較 （Ha） 2018年産 2019年産 2020年産 2021 年産

(速報値) 

オリエンタル 32.76 15.65 22.25 32.67 

ОＴ 56.24 26.77 23.68 53.69 

白 (21年統計掲載品種) － － 9.69 27.02 

ザンベジ 7.09 1.91 2.37 7.49 

ザンベジのリンペン面積は、2018年を超えています。 

ザンベジショックが起きたのは、2019年のリン片を使った 2020年産で、大幅に価

格が高騰したのは 2020年リン片を使った 2021年産でした。 

（詳しくは 2020年 3月 3日付“情勢報告”等をご覧下さい） 


